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慶
長
七（
一
六
〇
二
）年
に
、
前

年
の
東
海
道
に
続
い
て
中
山
道
に

も
伝て
ん
ま馬
制
度
が
設
け
ら
れ
る
。
こ

れ
が
上
尾
宿
の
創
設
と
な
り
、
周

辺
村
を
大
き
く
変
え
て
い
く
契
機

と
な
る
。
伝
馬
制
度
の
施
行
に
伴

い
街
道
に
宿し
ゅ
く
え
き駅
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
宿
駅
は
人
馬
を
常

時
用
意
し
て
お
き
、
求
め
に
応
じ

て
人
や
荷
物
を
逓て
い
そ
う送
す
る
。
伝
馬

制
度
が
整
っ
た
段
階
で
は
、
東
海

道
は
百
人
・
百
疋ぴ
き
、
中
山
道
は
五

十
人
・
五
十
疋
の
人
馬
を
用
意
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
人
馬
は
、
幕
府
の
公
用
の
人
や

荷
物
を
運
ぶ
た
め
に
用
意
さ
れ
た

も
の
で
、
私
的
な
旅
人
の
た
め
に

用
意
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
公
的
な
搬
送
の
な
い
時
は
私

的
な
旅
人
も
利
用
で
き
た
の
で
、

結
果
的
に
は
人
馬
の
搬
送
が
隆
盛

を
極
め
る
こ
と
に
な
る（﹃
上
尾
市

史
第
六
巻
通
史
編（
上
）﹄）。

　
中
山
道
の
宿
駅
は
板
橋
宿（
東

京
都
）か
ら
守
山
宿（
滋
賀
県
）ま

で
六
十
七
宿
で
あ
る
が
、
伝
馬
制

の
施
行
時
に
一
度
に
宿
駅
が
で
き

た
わ
け
で
は
な
い
。
埼
玉
県
域
内

で
も
九
宿
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
こ
で
も
徐
々
に
設
置
さ
れ

て
い
る
。
上
尾
宿
の
正
確
な
設
置

年
は
不
明
で
あ
る
が
、
比
較
的
早

い
段
階
で
宿
駅
が
設
け
ら
れ
た
と

み
ら
れ
る
。
大
宮
宿
脇
本
陣
を
務

め
た
栗
原
家
の
文
書
に
、﹁
当
所

（
大
宮
宿
）ハ
駅
場
ニ
無
之
、
上
尾

宿
よ
り
浦
和
宿
江
之
馬う
ま
つ
ぎ次
也
﹂と

い
う
記
述
が
あ
る
。
大
宮
宿
が
整

備
さ
れ
る
以
前
の
こ
と
を
記
し
た

資
料
で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
で
は

上
尾
宿
は
浦
和
宿
と
共
に
、
早
く

か
ら
宿
駅
の
整
備
が
進
ん
で
い
た

こ
と
に
な
る（﹃
大
宮
市
史
第
三
巻

（
上
）﹄）。

　
上
尾
下
に
陣
屋
を
構
え
て
い
た

西
尾
家
の
家
譜
に
、﹁
中
山
道
駅

路
桶
川
宿
、
人
家
無
之
処
吉
次
取

建
之
﹂と
あ
る
。﹁
吉よ
し
つ
ぐ次
﹂は
領
主

で
あ
る
西
尾
吉
次
の
こ
と
で
、
こ

れ
に
よ
る
と
吉
次
が
桶
川
宿
を
創

設
し
た
こ
と
に
な
る
。
創
設
年
が

こ
こ
で
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い

が
、
中
山
道
に
伝
馬
制
が
施
行
さ

れ
た
慶
長
七
年
以
降
の
こ
と
と
思

わ
れ
る
。
な
お
当
然
の
こ
と
で
あ

る
が
、
桶
川
宿
の
設
置
は
鴻
巣
宿

の
創
設
と
も
関
連
し
て
い
た
と
み

ら
れ
る
。
鴻
巣
宿
は
、本
宿
村（
北

本
市
）に
あ
っ
た
集
落
が
、
伝
馬

制
施
行
後
に
北
方
に
移
さ
れ
て
宿

駅
と
し
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ

る（
前
掲
上
尾
市
史
）。

　
こ
の
よ
う
に
埼
玉
県
域
の
宿
駅

を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
宿

駅
は
伝
馬
制
施
行
時
に
全
て
が
設

け
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
徐
々
に

設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
比
較

的
早
く
整
備
さ
れ
た
上
尾
宿
で
あ

る
が
、
県
域
内
の
九
宿
の
う
ち
で

は
最
も
小
さ
な
宿
駅
で
、
天
保
十

四（
一
八
四
三
）年
の
家
数
は
百
八

十
二
軒
、
隣
接
の
桶
川
宿
の
三
百

四
十
七
軒
に
比
し
て
も
、
大
変
少

な
い
家
数
で
あ
る（
前
掲
書
）。

（
元
埼
玉
県
立
博
物
館
長
・
黒
須

茂
）
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市の人口・世帯
（平成２4年5月１日現在）

22万7，308人
男／11万3，425人
女／11万3，883人
　※前月より91人増。

9万3，598世帯
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₆月は○○推進月間です。
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